
第2弾
R3.9補正 森林施業の集約化を支援

集約化

第1弾
R3.6補正 林業機械の導入を支援

❏ 本県林業は長期にわたり低迷し、県土の保全や水源涵養等の公益的機能が発揮されない森林が見受けられる。
❏ 木材価格が上昇傾向にあるこの機を捉え、佐賀の森林を守り育てるため、林業再生を進めていくことが必要。課 題

さがの林業再生プロジェクト
＜森林と林業を守る志の再興＞

施 策

目指す姿

林業の活性化

主伐

間伐

枝打ち

下刈り

植林

森
を守る

人
を育てる

第3弾
林業アカデミーの開講

⇒ 森林組合等の経営基盤の強化、林業就業者の待遇改善・確保
⇒ 林業の持続的かつ健全な発展、森林の持つ多面的機能の発揮

かんよう

※ふる郷の木づかいプロジェクト
を展開

※サガンスギの森林100年構想

R4.当初

サガンスギの普及

早 優強

木
を使う

さがの林業再生プロジェクト事業
＜森林と林業を守る志の再興＞

国庫補助対象外の
集材機・運搬車等の導入

（県６０％補助）

集約化経費の支援
（県136,000円／㏊補助）
GPS機器等の導入
（県６０％補助）

現場技術者の就業を推進
就業相談等：募集拡大
ｱｶﾃﾞﾐｰ実践講習：年５名程度

【さらに…】

⦿再造林の推進

⦿現場技術者の
確保・定着＆
連携

⦿作業の効率化
＆省力化

森林の伐採後の再造林・下刈りの支援の強化
再造林９０％補助、下刈り１００％補助（国＋県）

…さらに…
次代へつなぐ
森林再生事業 ２

さがの林業再生プロジェクト事業



①条件不利地支援 368千円／ha(造林補助を含む)
搬出距離が長いなど条件不利地における搬出間伐を支援

②自力等支援 間伐︓68％ 森林作業道︓85％
造林補助の対象とならないことで間伐が進まず、荒廃の
恐れのある森林の間伐を支援

○再造林支援
伐採後の確実な造林・下刈への支援
造林補助金に加え、税による嵩上げ
再造林 ︓68％→90％
下刈 ︓68％→100％

皆伐タイプ
皆伐・再造林
伐採後に森林として
適正に管理する森林

造林・育林費用を差引くと収益が見込めない
↓

森林所有者の意欲が上がらない

効 果
 再造林等の負担が小さければ主伐の推進、サガン

スギ植林の推進により、荒廃森林の未然防止や森
林資源の好循環利用が図られる。

 森林所有者の林業への意欲の喚起

間伐タイプ
搬出間伐等
間伐により健全化が
可能な荒廃森林

具体的な施策

森林所有者等が行う地理的条件が悪い森林における間伐や、国庫補助事業の要件外となる間伐の支援、さら
には公益的機能を持続的に発揮させるための再造林などの支援をし、荒廃森林等を再生を図る。

具体的な施策

花粉症タイプ
皆伐・再造林
花粉を発生させる
スギ林の伐採

森林所有者等が行う間伐を支援するこ
とにより荒廃森林等を再生させる。

事業の趣旨

荒廃森林等

収穫時期を迎えた人工林の約８割が、
森林の循環が図られず、荒廃化する可
能性がある。荒廃する森林を未然に防
止し、森林の
公益的機能を
高度に発揮
させるため、
主伐・再造林
の確実な実施
を推進する。

事業の趣旨

○花粉症緊急対策 68％
国庫補助の対象とならない花粉を
発生させるスギ林の伐採を支援

具体的な施策

次代へつなぐ森林再生事業

３

手入れの行き
届いた森林

誕 生 の 歴 史

早い・強い・優しい
三拍子揃ったスギ。
56年もの歳月を経て、
2022年2月に初出荷。
さがの林業の活性化を
目指します。

(人工交配)

(調査)

人工交配を開始（5年の歳月）

1965年3月～

植林（４年の歳月）
選抜（植林後10年生）

1969年3月～

「次世代スギ」として選抜

2020年12月

「佐賀林試2号」 品種登録

2021年8月16日

109本
厳選

「サガンスギ」 商標登録

2022年1月18日

2022年2月

初出荷

(植林)

【109本について調査】
高さ・ 強度・花粉量

13,000本
苗木を作成

30年生の高さ

従来のスギ サガンスギ

15ｍ
22ｍ

早 成長速度が1.5倍 花粉の量が１/２以下強度が1.5倍強

(一般的なスギ)

(サガンスギ)

３.９

５.９単位（kN/ｍ㎡）

強度(曲げヤング係数)

建築用資材として
幅広い利用が可能

従来のスギ サガンスギ

優

品種：B-16、B-61、B-74、
脊振F1-01～15

開発に関わった、佐賀の
たくさんの人々の熱い
想いと、佐賀の山々に
力強く育っているスギ
の姿を名前にしました。

名 前 の 由 来

優 れ た 特 徴

次世代スギ精英樹「サガンスギ」

「サガンスギロゴ」
商標登録

202３年５月1日

４



も り

母樹を

増やす サガンスギの採穂園の造成

母樹
（現在）1,400本

（目標）4,600本

ハウス
造成

苗木生産施設の整備を支援

その1

早
その2

強
その3

優
花粉量１/２以下強度１.５倍成長速度１.５倍

令和４年２月
出荷スタート

需要増で苗木不足

植栽要望に応えられるよう
苗木の生産量増加と植林の
加速化を図る

サガンスギ
苗木増加

苗木を苗木を

増やす

スギ苗木がすべてサガンスギ

スギ林がすべてサガンスギ

現 状

令和10年 令和８年 (２年前倒し)

160年後 100年後(60年前倒し)

サガンスギの森林100年構想

さい ほ えん

ぼ じゅ

サガンスギの森林（もり）100年構想

新しい佐賀の森林づくりを加速化

苗木を技術を

広める
小型の穂の活用による
苗木生産技術研修
（トレーニングセンター）
苗木生産加速化【R6.6～】

を守る森

５

を育てる人さが林業アカデミー2024の開講

【林業就業相談会】
10月に前倒し開催！アカデミー生以外にも募集拡大！

６


